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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー

『
登場人物紹介

古沢先生
前立腺全摘除術に長けた名医。「仏の古沢」と呼ばれ、穏や
かで皆に優しいのだが、高杉くんだけには何故か異常に厳
しい「鬼の古沢」と化す。しかしそれには深い訳があった。

高杉慎作
古沢先生のもとで医学の勉強に励むまっすぐな性格の新入
医局員。幼少の頃亡くなった父の遺志を継ぎ医者を志すが、
｢仏の古沢｣先生になぜか鬼のような指導を受け､つらい日々
をおくっている。

病院の仲間達

あらすじ
｢俺の息子を一人前の医者に育ててやってくれ！」亡き友の遺志を継ぎ、

優しさをひた隠し、厳しく指導する前立腺全摘除術の名医古沢先生。
そんな事とは露知らず、古沢先生に嫌われているのではと凹みまくる高杉くん≦
気弱な面も見せたりするが、仲間の看護師３人に励まされ、今日も必死に
古沢先生の指導を仰ぐのだが……。
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ご存知でした？
- LH-RHの発見一
LH-RH (黄体形成ホルモン放出ホルモン）を発見したのは、ア
メリカ人研究者のシャーリー博士とギルマン博士です。
2人はこの発見により、ノーベル生理学・医学賞を受賞してい
ます。
もちろん、簡単に発見できたわけではありません。シャーリー
博士とギルマン博士はそれぞれブタを165,000頭、ヒツジを

2,900,000頭使い、１０年に及ぶ研究の末LH-RHの
にこぎつけました。
らの不断の努力があったからこそ、今の
ユープリンがあるのですね。
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企画

武田薬品工業株式会社
医薬営業本部マーケティング部
〒103-8668
東京都中央区日本橋２丁目１２番1 0号
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･「新泌尿器科手術のための解剖学」メジカルビュー社
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